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抹
※議案等に対する各議員の表決状況につい

ては、県議会ホームページに掲載している

ほか、議会図書室で閲覧できます。

発 議 ３件

○県議会議員の定数並びに選挙区及び各選挙

区において選挙すべき議員の数に関する条

例の一部を改正する条例

○宮城県いじめ防止対策推進条例

○県議会議員の議員報酬等に関する条例の一

部を改正する条例

意見書 ４件

○災害対策の充実強化を求める意見書

○商業捕鯨の再開を求める意見書

○中小企業等グループ施設等復旧整備補助事

業に係る財政支援の継続及び経営改善に関

する総合的な支援措置を求める意見書

○認知症に対する施策の推進を求める意見書

可決・同意した
知事提出議案 件

○平成30年度宮城県一般会計補正予算

○部制条例の一部を改正する条例

○警察署の名称、位置及び管轄区域に関する

条例及び警察署協議会条例の一部を改正す

る条例

○地方独立行政法人宮城県立病院機構が達成

すべき業務運営に関する目標を定めること

について

○工事請負契約の締結について（水門・陸閘

（港湾）遠隔監視制御設備工事（その２））

○収用委員会委員の任命につき同意を求める

ことについて ほか

採択した請願 ２件

○私立高等学校等への助成強化に関すること

について

○私学助成拡充に関することについて

編集・発行 宮城県議会広報委員会

290222113592
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月
定
例
会
で
は
、
議
会
運
営
委
員
会
や
常
任
委
員
会
等
の
委
員
が
選
任
さ
れ
た
。
ま

た
、
予
算
特
別
委
員
会
の
ほ
か
大
震
災
復
興
調
査
特
別
委
員
会
な
ど
５
つ
の
調
査
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

※
◎
委
員
長

○
副
委
員
長

◎本木忠一 自民）○長谷川敦 自民）坂下やすこ 県民の声）
ゆさみゆき 県民の声）福島かずえ 共産）伊藤和博 公明）
熊谷義彦 社民） 渡辺勝幸 自民） 守屋守武 自民）
佐々木幸士 自民） 安藤俊威 自民） 相沢光哉 自民）

◎菊地恵一 自民 ○高橋宗也 自民）藤原のりすけ 県民の声）
坂下賢 県民の声 角野達也 共産 庄子賢一 公明
村上智行 自民） 佐藤光樹 自民）齋藤正美 自民
安藤俊威 自民）

◎細川雄一 自民）○村上久仁 自民）佐々木功悦 県民の声）
中嶋 廉 共産） 内藤隆司 共産）熊谷義彦 社民）
吉川寛康 世紀ク 本木忠一 自民 長谷川洋一 自民）
畠山和純（自民）

◎守屋守武 自民） ○ゆさみゆき 県民の声）
坂下やすこ 県民の声）伊藤和博（公明）天下みゆき（共産）
佐々木賢司 自民） 佐々木幸士 自民 只野九十九 自民）
佐々木喜藏 自民）

◎太田稔郎 県民の声 ○深谷晃祐 自民）渡辺忠悦 無所属の会）
三浦一敏（共産） 遠藤伸幸（公明） 横山隆光（自民）
中島源陽（自民） 安部 孝（自民） 藤倉知格（自民）

◎ 橋伸二 自民）○庄田圭佑 自民） すどう哲 県民の声）
高橋啓 県民の声）遠藤いく子 共産） 福島かずえ（共産）
石川光次郎 自民）中山耕一（自民） 仁田和廣（自民）
中沢幸男 自民）

◎長谷川敦 自民 ○横山のぼる 公明 境 恒春 県民の声）
大内真理 共産） 岸田清実 社民 菅間 進 無所属の会）
遠藤隼人 自民 渡辺勝幸 自民） 渡辺和喜 自民）
相沢光哉 自民）

◎佐々木喜藏（自民） ○高橋啓（県民の声）
月 日に委員 人による総括質疑を行い、その後、各分科

会での審査を経て、平成 年度宮城県一般会計補正予算等を可
決した。
●総括質疑者 橋伸二、菊地恵一、遠藤隼人、村上久仁（自
民）坂下賢（県民の声）遠藤いく子（共産）庄子賢一（公明）
岸田清実（社民）渡辺忠悦（無所属の会）吉川寛康（ 世紀ク）

◎齋藤正美 自民） ○村上智行 自民） 坂下賢 県民の声）
高橋啓 県民の声） 福島かずえ 共産） 大内真理 共産）
遠藤伸幸 公明） 熊谷義彦 社民） 高橋宗也 自民）
深谷晃祐 自民） 守屋守武 自民） 細川雄一 自民）
佐々木喜藏 自民） 本木忠一（自民） 畠山和純（自民）

◎渡辺忠悦 無所属の会） ○渡辺勝幸 自民）
藤原のりすけ 県民の声 太田稔郎 県民の声
内藤隆司 共産 伊藤和博 公明 橋伸二 自民
石川光次郎 自民 安部 孝 自民 相沢光哉 自民

◎岸田清実 社民）○遠藤隼人 自民） 坂下やすこ 県民の声）
天下みゆき 共産）三浦一敏（共産）横山のぼる（公明）
村上久仁 自民） 中山耕一 自民） 長谷川洋一（自民）
渡辺和喜（自民）

◎中沢幸男 自民） ○境 恒春 県民の声）
ゆさみゆき 県民の声 角野達也 共産 菅間 進 無所属の会）
吉川寛康21世紀ク） 庄田圭佑 自民）菊地恵一 自民）
安藤俊威 自民） 藤倉知格 自民）

◎仁田和廣 自民）○中嶋 廉 共産） 佐々木功悦 県民の声）

遠藤いく子 共産）横山隆光 自民） 佐々木賢司（自民）

長谷川敦（自民） 佐々木幸士 自民）庄子賢一（公明）

◎吉川寛康 世紀ク ○佐々木賢司 自民） 熊谷義彦 社民）

境 恒春 県民の声 中嶋 廉 共産）渡辺忠悦 無所属の会）

横山のぼる（公明） 村上久仁 自民）
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県議会からのお知らせ

議員顕彰
本県議会議員として在職 年以上にわた

り県治に寄与された功績が顕著であるた

め、中沢幸男議員（自民）が11月定例会で

顕彰された。

議長就任あいさつ
月定例会開会日に、佐藤

光樹議員が議長に選任され、

就任あいさつを行った。

佐藤議長は「議長として果

たさなければならない責任の

重さと与えられた課題の大き

さに身の引き締まる思いをしている。東日

本大震災から着実に復旧・復興が進み、創

造的復興の諸施策も実を結びつつある。し

かしながら、被災地ではコミュニティーの

構築や水産業の再生などの問題が山積し、

宮城県震災復興計画の完遂に向け、解決を

急がなければならない。

また、人口減少やいじめ・不登校対策な

どさまざまな課題もあることから、県議会

の果たす役割はますます大きくなってい

る。今後とも議会改革に取り組み、県民の

皆さまの信頼に応えられるよう不断の覚悟

で臨んでいく」と語った。

若者との意見交換会
意
見
交
換
会
に
参
加

し
た
若
者
と
議
員

⊂⊂⊂⊂⊇
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

⊃⊂⊂⊂⊂

宮城県議会事務局政務調査課

〒980－8570

仙台市青葉区本町３丁目８番１号

290222113592 宰0222113598

メール

県議会は昨年 月７日、県議会庁舎で「若

者と宮城県議会議員との意見交換会」を開

催、県内在住の大学生９人が参加した。学

生たちは「宮城県政に期待すること」をテ

ーマに意見発表した後、観光や福祉など幅

広い分野について議員と意見を交わした。

意見交換会は、より県民に開かれた議会を

目指すとともに、若者の議会への理解と関

心を高め、議会を身近に感じてもらうこと

を目的に開催し、昨年度に続き２回目。

佐
藤
光
樹
議
長

●ラウンジコンサート 県議会では、年４

回の定例会開会日に「ラウンジコンサー

ト」を開催しています。入場は自由です

ので、ぜひご来場ください。

◇次回コンサートの開催予定

・日時／２月 日 水 午後０時 分～

分

・場所／県議会庁舎１階ラウンジ

・出演／ル・レーヴ（声楽・デュオ）

◇コンサート出演者募集

・時期／６月、９月

・条件／無料出演（ピアノ以外の楽器は

持ち込み）演奏ジャンル、プロ、アマ

チュアなど資格は問いません。

・締切／２月６日 水 必着

・詳細はホームページをご覧ください。

●傍聴のご案内 本会議、各委員会は手続

きの上、傍聴できます。

▷お問い合わせ先 宮城県議会事務局総

務課 0222113571

●ホームページのご案内 定例会の日程や

会議録、議会中継等をご覧いただけます。

●議会中継の

ご案内

スマート

フォンやタブレット端末で

議会中継をご覧いただける

ようになりました。

ＱＲコードのアクセスは

こちらから

台
風
や
豪
雨
被
害
が
相
次
い

で
い
る
こ
と
か
ら
議
員
は
「
県

内
陸
部
の
河
川
整
備
が
進
ん
で

い
な
い
。
復
興
予
算
を
活
用
し
、

重
点
的
に
整
備
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
」
と
質
問
。
知
事
は

「
国
は
河
川
改
修
や
砂
防
な
ど

の
緊
急
対
策
を
年
内
に
ま
と

め
、
３
年
間
で
集
中
的
に
実
施

す
る
予
定
だ
。
緊
急
対
策
予
算

を
確
実
に
確
保
し
、
復
興
予
算

を
含
む
河
川
改
修
に
必
要
な
予

算
に
つ
い
て
国
に
強
く
要
望
し

て
い
く
」
と
答
え
た
。

土
砂
災
害
防
止
に
向
け
「
土

砂
条
例
」
の
制
定
も
求
め
た
。

議
員
は
名
取
市
で
あ
っ
た
河
川

へ
の
残
土
流
出
な
ど
に
触
れ
、

「
再
発
防
止
に
加
え
、
不
適
切

な
埋
め
立
て
や
盛
り
土
、
堆
積

か
ら
発
生
す
る
土
砂
災
害
を
防

ぐ
た
め
、
土
砂
条
例
を
制
定
す

べ
き
で
は
な
い
か
」
と
質
問
。

村
井
知
事
は
「
崩
落
防
止
を
主

目
的
と
す
る
土
砂
条
例
の
制
定

に
向
け
、
庁
内
検
討
を
進
め
て

い
る
」
と
答
弁
し
た
。

地
震
に
よ
る
倒
壊
が
懸
念
さ

れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
議

員
は
「
学
校
敷
地
内
に
お
け
る

安
全
点
検
調
査
の
状
況
、
対
応

は
ど
う
か
」
と
質
問
。
教
育
長

は
「
学
校
敷
地
内
に
ブ
ロ
ッ
ク

塀
が
あ
る
県
立
学
校
は

校
、

市
町
村
立
学
校
は

校
あ
る
。

県
立
学
校
に
つ
い
て
は
全
て
撤

去
す
る
。

月
末
ま
で
に

校

で
撤
去
し
た
。
残
り
に
つ
い
て

も
順
次
進
め
る
」
と
答
え
た
。

月定例会の本会議

務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務

震
災
関
連
で
議
員
は
、
被
災

し
た
中
小
企
業
の
再
建
を
支
援

す
る
グ
ル
ー
プ
補
助
金
に
つ
い

て
「
自
己
負
担
分
の
返
済
が
始

ま
り
、
破
産
や
廃
業
し
た
例
も

あ
る
。
償
還
猶
予
を
延
長
す
る

よ
う
、
国
や
関
係
機
関
に
働
き

か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と

質
問
。
経
済
商
工
観
光
部
長
は

「
（
自
己
負
担
分
返
済
の
）
相

談
が
あ
っ
た
場
合
、
事
業
者
の

状
況
や
意
向
を
踏
ま
え
、
柔
軟

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ぜ
ひ
、

相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
答
弁
。

金
融
機
関
か
ら
の
借
り
入
れ
に

つ
い
て
も
「
柔
軟
な
対
応
を
依

頼
す
る
文
書
を
出
す
こ
と
に
し

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

被
災
者
支
援
総
合
交
付
金
を

活
用
し
た
被
災
者
支
援
事
業
に

も
質
問
が
あ
っ
た
。議
員
は「
生

活
支
援
相
談
員
に
よ
る
応
急
仮

設
住
宅
入
居
者
ら
の
見
守
り
や

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
な
ど

が
あ
る
。
複
数
年
の
継
続
実
施

と
十
分
な
財
源
確
保
が
重
要
と

思
う
が
ど
う
か
」
と
質
問
。
知

事
は「
極
め
て
重
要
な
事
業
だ
。

生
活
や
健
康
を
は
じ
め
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
構
築
な
ど

に
支
援
が
必
要
で
財
政
支
援
の

継
続
を
国
に
強
く
要
望
す
る
」

と
答
え
た
。

被
災
児
童
生
徒
支
援
で
は

「
教
育
格
差
や
子
ど
も
の
貧
困

の
連
鎖
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う

に
、
被
災
児
童
生
徒
就
学
援
助

事
業
補
助
金
を
２
０
２
１
年
度

以
降
も
継
続
す
る
よ
う
、
国
に

要
請
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と

質
問
。
教
育
長
は
「

年
度
以

降
も
引
き
続
き
実
施
で
き
る
よ

う
国
に
要
望
し
て
お
り
、
今
後

も
継
続
す
る
」
と
答
弁
し
た
。

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

い
じ
め
対
策
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
を

い
じ
め
対
策
で
議
員
は
「
児

童
生
徒
が
気
軽
に
相
談
で
き
る

よ
う
に
会
員
制
交
流
サ
イ
ト

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
な
ど
を
活
用
し
た

取
り
組
み
が
必
要
と
思
う
が
、

ど
う
か
」
と
質
問
。
教
育
長
は

「
既
に
先
行
し
て
導
入
し
、
成

果
が
見
ら
れ
る
自
治
体
も
あ

る
。
県
教
委
と
し
て
も
早
期
実

施
に
向
け
、
検
討
を
進
め
る
」

と
前
向
き
な
考
え
を
示
し
た
。

議
員
は
「
中
学
校
の
不
登
校

割
合
は
３
年
連
続
で
全
国
ワ
ー

ス
ト
１
位
だ
。
み
や
ぎ
子
ど
も

の
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
ど
の
取

り
組
み
成
果
は
な
か
っ
た
の

か

と
質
問

教
育
長
は
「
心
の

ケ
ア
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
た
市
町

は
未
設
置
市
町
村
に
比
べ
、
中

学
校
で
の
再
登
校
率
が

㌽
以

上
上
回
っ
て
い
る
」と
答
え
た
。

観
光
振
興
で
議
員
は
、
昨
年

月
に
気
仙
沼
、
東
松
島
両
市

に
開
設
さ
れ
た
「
宮
城
オ
ル
レ
」

に
つ
い
て
「
沿
線
一
体
と
な
っ

た
広
域
観
光
を
展
開
す
べ
き
で

は
な
い
か
」
と
質
問
。
経
済
商

工
観
光
部
長
は
「
広
域
事
業
は

重
要
な
視
点
。
各
地
域
、
団
体

と
連
携
し
、
ル
ー
ト
発
信
や
旅

行
会
社
へ
の
旅
行
商
品
造
成
を

働
き
掛
け
る
」
と
述
べ
た
。

時
間
化
の
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
仙
台
空
港
に
つ
い
て

議
員
は
「
格
安
航
空
会
社
（
Ｌ

Ｃ
Ｃ
）
の
シ
ェ
ア
が
上
昇
し
、

国
内
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
急
成

長
し
て
い
る
成
田
空
港
を
経
由

し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
獲
得
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
」

と
質
問
。
土
木
部
長
は
「
現
在

１
日
２
往
復
の
仙
台
｜
成
田
線

の
利
便
性
を
よ
り
高
め
る
必
要

が
あ
る
。
（
仙
台
空
港
を
）
運

営
す
る
仙
台
国
際
空
港
と
連
携

し
、
増
便
と
海
外
直
行
便
誘
致

に
力
を
入
れ
る
」
と
述
べ
た
。

老
朽
化
に
伴
い
解
体
が
決
ま

り
、
後
継
船
の
在
り
方
を
県
が

設
置
し
た
委
員
会
で
検
討
し
て

い
る
復
元
船
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・

バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
号
に
つ
い
て
議

員
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
外
国

人
観
光
客
は
木
造
船
へ
の
興
味

が
強
い
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
、

観
光
拠
点
に
な
る
と
思
う
が
ど

う
か
」
と
質
問
。
知
事
は
「
太

平
洋
を
２
往
復
し
た
歴
史
的
事

実
は
、
世
界
の
興
味
を
引
く
事

績
で
、
県
の
観
光
拠
点
に
な
り

得
る
。
オ
ル
レ
な
ど
と
の
連
携

を
通
じ
、
石
巻
、
東
松
島
を
訪

れ
た
方
々
を
誘
導
す
る
方
法
を

考
え
て
い
き
た
い
」と
答
え
た
。

土
砂
条
例

の
制
定
求
め
る

サ
ー
モ
ン
養
殖
や

種
子
条
例
で
質
疑

産
業
振
興

１
次
産
業
振
興
で
議
員
は
、

昨
年
４
月
に
廃
止
さ
れ
た
主
要

農
産
物
種
子
法
に
関
連
し
「
優

良
種
子
の
低
廉
か
つ
安
定
的
な

供
給
は
県
の
責
務
だ
。
各
県
が

条
例
制
定
に
乗
り
出
し
て
い

る
。
安
心
し
て
営
農
を
続
け
る

た
め
、
わ
が
県
で
も
種
子
条
例

の
制
定
が
不
可
欠
と
考
え
る
。

要
綱
・
要
領
は
制
定
さ
れ
た

が
、
ぜ
ひ
知
事
が
先
頭
に
立
っ

て
種
子
条
例
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
」
と
求
め
た
。
知
事
は
「
県

が
責
任
を
持
っ
て
守
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
要
綱
・
要
領
と

し
た
。
条
例
化
し
て
い
る
県
も

あ
り
、
多
く
の
議
員
か
ら
同
様

の
質
問
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

よ
く
検
討
し
て
ほ
し
い
と
（
職

員
に
）
指
示
し
た
。
職
員
に
考

え
て
も
ら
っ
た
上
で
、
あ
ら
た

め
て
方
針
と
し
て
出
し
た
い
」

と
答
え
た
。

水
産
業
で
は
議
員
が
「
気
仙

沼
市
の
民
間
企
業
が
、
使
わ
れ

て
い
な
い
漁
場
を
活
用
し
た
サ

ー
モ
ン
養
殖
の
意
向
を
示
し
た

が
、
県
は
漁
業
権
の
更
新
手
続

き
の
時
期
的
制
約
を
理
由
に
難

色
を
示
し
た
。
創
造
的
復
興
の

具
現
化
と
し
て
官
民
一
体
で
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
」
と

質
問
し
た
。知
事
は「
（
昨
年
）

９
月
の
漁
業
権
一
斉
切
替
ま
で

間
が
な
い
５
〜
６
月
ご
ろ
に
話

が
あ
っ
た
。
経
済
性
や
周
辺
漁

業
へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
慎
重
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
し
た
対
応

に
な
っ
た
こ
と
を
理
解
し
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
た
。

サ
ン
・
フ
ァ
ン
号
と
の
連
動
も

椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋
椋

第
３
６
６
回
宮
城
県
議
会
（

月
定
例
会
）
は
、
平
成

年

月

日
か
ら

月

日
ま
で

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
。

２
６
１
億
円
を
追
加
す
る
平
成

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、
議
員
発
議
の
４
選
挙
区
で
議
員
定
数
を
２
増
２
減
す
る
条
例

改
正
案
、
県
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
条
例
案
な
ど
、
計

議
案
を
原
案
通
り
可
決
。
辞
任
し
た
中
島
源
陽
前
議
長
の
後
任
選
挙

で
は
佐
藤
光
樹
議
員
を
第

代
議
長
に
選
出
し
た
。
一
般
質
問
で
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
や
産
業
振
興
な
ど
を
巡
り
、

活
発
に
質
疑
が
交
わ
さ
れ
た
。
予
算
特
別
委
で
は
「
上
工
下
水
一
体
官
民
連
携
」
に
つ
い
て
、
多
く
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

償
還
猶
予
や
健
康
事
業
な
ど

○
一
般
質
問
（

人
）

▽
仁
田
和
廣
（
自
民
）
復
興
の

諸
問
題
に
つ
い
て
、
障
害
者
問
題

の
解
決
策
に
つ
い
て
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
及
び
輸
出
に
つ
い
て
▽
高
橋

啓
（
県
民
の
声
）
自
然
災
害
に
対

す
る
備
え
と
そ
の
対
応
に
つ
い

て
、
野
生
鳥
獣
被
害
の
現
状
と
そ

の
対
策
に
つ
い
て
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
と
課
題

に
つ
い
て
、
農
業
へ
の
取
り
組
み

と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
、
地
方
創

生
の
取
り
組
み
と
サ
ン
・
フ
ァ
ン

号
の
あ
り
方
検
討
に
つ
い
て
、
県

に
お
け
る
障
害
者
法
定
雇
用
の
現

状
と
そ
の
見
直
し
対
策
に
つ
い

て
、
「
教
育
立
県
宮
城
」
の
実
現

と
対
策
に
つ
い
て
▽
長
谷
川
敦

（
自
民
）
栗
原
地
域
の
観
光
振
興

に
つ
い
て
、
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ

ダ
ー
の
東
北
誘
致
推
進
に
つ
い

て
、
災
害
に
備
え
る
県
の
河
川
整

備
に
つ
い
て
、
障
が
い
者
を
め
ぐ

る
諸
課
題
に
つ
い
て
▽
中
嶋
廉

（
共
産
）
行
き
届
い
た
教
育
の
た

め
に
、
教
職
員
を
増
や
し
、
非
常

勤
の
処
遇
改
善
を
求
め
る
、
原
発

政
策
の
転
換
、
女
川
原
発
再
稼
働

の
是
非
に
か
か
わ
る
県
民
投
票
に

つ
い
て
、
「
廃
炉
の
時
代
」
の
課

題
、
困
難
を
過
重
す
る
再
稼
働
の

中
止
を
求
め
よ

▽
渡
辺
勝
幸
（
自
民
）
県
民
の

体
力
向
上
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
に
つ
い
て
、
子
供
た
ち
の
教

育
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
、
歯

と
口
腔
の
健
康
に
つ
い
て
、
河
川

関
係
事
業
費
の
確
保
及
び
水
系
単

位
の
圏
域
防
災
に
つ
い
て
▽
畠
山

和
純
（
自
民
）
創
造
的
復
興
を
目

指
し
て
（
復
興
事
業
の
課
題
に
つ

い
て
）
▽
坂
下
や
す
こ
（
県
民
の

声
）
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て
、
教

育
施
設
の
危
機
管
理
体
制
に
つ
い

て
、
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
仙
台
空
港
に
つ
い
て
▽

守
屋
守
武
（
自
民
）
震
災
復
興
に

お
け
る
特
例
措
置
の
期
限
の
延

長
、
財
源
確
保
に
つ
い
て
、
宮
城

県
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
県
道
気
仙
沼
唐
桑
線

化
粧
坂
工
区
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
、
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
誘

致
に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て

▽
庄
田
圭
佑
（
自
民
）
子
供
を

取
り
巻
く
諸
課
題
に
つ
い
て
、
県

政
の
諸
課
題
に
つ
い
て
▽
天
下
み

ゆ
き
（
共
産
）
漁
業
と
水
産
加
工

業
を
め
ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
、
子

ど
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
宮
城

に
、
国
民
健
康
保
険
と
地
方
税
滞

納
整
理
機
構
に
つ
い
て
▽
安
部
孝

（
自
民
）
宮
城
県
の
観
光
戦
略
に

つ
い
て
、
宮
城
県
の
教
育
行
政
に

つ
い
て
▽
遠
藤
伸
幸
（
公
明
）
い

じ
め
防
止
対
策
推
進
条
例
に
つ
い

て
、
建
設
発
生
土
を
め
ぐ
る
問
題

に
つ
い
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
諸
課

題
に
つ
い
て
、
医
療
、
福
祉
施
策

の
諸
課
題
に
つ
い
て

▽
佐
々
木
喜
藏
（
自
民
）
サ
ン
・

フ
ァ
ン
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
号
の
利

活
用
に
つ
い
て
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
効
率
化
と
長
寿
命
化
に
つ
い
て

▽
太
田
稔
郎
（
県
民
の
声
）
農
業

の
振
興
に
つ
い
て
、
震
災
復
興
事

業
に
つ
い
て
、
教
育
課
題
に
つ
い

て
▽
菅
間
進
（
無
所
属
の
会
）
上

工
下
水
道
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
事
業

に
つ
い
て
、
慶
長
遣
欧
使
節
帰
国

４
０
０
年
に
向
け
て
、
発
展
期
に

お
け
る
県
政
の
諸
課
題
に
つ
い
て

▽
藤
倉
知
格
（
自
民
）
県
民
会
館

の
整
備
に
つ
い
て
、
サ
ン
・
フ
ァ

ン
号
を
め
ぐ
る
報
道
等
に
つ
い

て
、
農
林
水
産
業
の
振
興
と
組
織

再
編
に
つ
い
て
、
原
発
依
存
か
ら

の
確
実
な
脱
却
に
つ
い
て
、
仙
台

北
部
地
域
へ
の
鉄
軌
道
構
想
に
つ

い
て

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

∧
会
派
名
略
称
∨
▽
自
由
民
主

党
・
県
民
会
議
‖
（
自
民
）
▽
み

や
ぎ
県
民
の
声
‖
（
県
民
の
声
）

▽
日
本
共
産
党
宮
城
県
会
議
員
団

‖
（
共
産
）
▽
公
明
党
県
議
団
‖

（
公
明
）
▽
社
民
党
県
議
団
‖
（
社

民
）
▽
無
所
属
の
会
‖
（
無
所
属

の
会
）
▽

世
紀
ク
ラ
ブ
‖
（

世
紀
ク
）


